
                                

 

                                                          

  
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体育科授業において、多様な運動を経験することを通して、児童の巧緻性を育成する。 

○ 様々な行事において、体を動かす楽しさを味わわせ、運動好きな児童を育成する。 

○ 規則正しい生活習慣を身に付けさせる。 

○ 新体力テストの全国平均を上回る項目数を市平均数より多くする。 

 

 東広島市立もみじ小学校  

 

児童生徒の実態や体力・運動能力調査等
から明らかになった課題 

 

達成目標 

 
 

 

・平成27年4月、自立支援施設に併設され
た学校である。 

・自然あふれる環境の中で、学校教育目標「自

らを律し、自ら行動する人間の育成 ～自律

と自立～」と定め、「育ち直し・学び直し」の

理念のもと、学校の教職員と学園職員が連携を図

り、協力して指導に当たっている。 

学 校 の 状 況 
 

 

 

①体育科での取組 

・体つくり運動の授業を中心に、日頃経験しない動きを意図的に行わせるようにし、基
礎的な運動感覚を身に付けさせる。 

 

②学園行事との連携 

・野球大会やバレーボール大会、マラソン大会へ向けた取組を積極的に行うことにより、
運動する意欲を高める。 

 

③食教育の推進（学園職員との連携） 

・食事や睡眠を中心に自分の生活習慣を見直すことを通して自分の健康実態に関心をも
たせるようにする。 

・年１回の食育授業を行い、生活を改善するための啓発を積極的に行う。 

 

 

・児童は、家庭寮での規則正しい生活を送っ

ている。 

・体全体を使う全身運動となるように作業等

を行っている。 

・中学生と運動部活動を一緒に行うことで運

動習慣を付けている。 

児童生徒の運動・生活習慣の実態 

・全体的に数値が広島県平均よりも低いこ 

とが見られる。 

・学園に在籍している期間が短い生徒ほど 

数値が低いことが分かる。 

・検査実施生徒の人数が少ないこともあり、

少人数でも実施種目の数値が低い場合は

学校平均の数値も極端に低くなる傾向が

見られる。 

 

広島県体力・運動能力，運動習慣等
調査結果との比較から 

課題解決に向けた取組事項 

 

 

・入園当初の運動能力は県平均に比較して低い

が、入園期間の長い生徒は全体的に県平均を

上回る傾向がある。 

・日常的に運動に親しむ態度を育て、運動習慣

を付けていくことが課題となる。 

・本校入学前には、不規則な生活をしていた生

徒が多く、睡眠不足、運動不足の生徒も多く

おり、「睡眠」「食事」「運動」のバランスのと

れた生活を送れるよう指導する必要がある。 

・巧緻性の低い生徒も多くみられるため、効率

的に動けるようわかりやすく体の動かし方を

学習させていく必要がある。 

 

 

 

・ 体育主任と学園教育主任で「体力向上推進チーム」を構成する。メンバーは、体育主任、養護教諭、学園教

育主任、部活動担当代表で構成する。 

 

・ 週１回、部活動担当者会議を開催する。 

体 制 

 

 

・ 日常的に体を動かし、運動が好きな児童が増える。 

・ 外遊びが活発になり、運動量が確保されて児童の体力向上につながる。 

・ 体を動かす時間の増加により、十分な睡眠時間が確保できたり、食事を摂取することの促進も期待でき

たりして、生活習慣の見直しにつながる。 

期待される効果 



 

 

 

 

                   ～３月     ４月      ５月          ６月       ７・８月     ９月        10月      11月      12月 

          

【体育科・保健体育科】          

【教科外】          

【日常生活等】          

【学園・家庭・地域との

連携】 

         

 

 

結果分析・計画立案       計画に基づき実施 
新体力テストの実施 
結果分析 

Plan 

評価 

見直し・次年度の計画 

Do Check Action Check 

見直しと改善計画の立案 

計画に基づき実施 

Plan Do Action 

○ 体育科授業において、多様な運動を経験することを通して、児童の巧緻性を育成する。 

○ 様々な行事において、体を動かす楽しさを味わわせ、運動好きな児童を育成する。 

○ 規則正しい生活習慣を身に付けさせる。 

○ 新体力テストの全国平均を上回る項目数を市平均数より多くする。 

○ 多様な運動をすることを通して、運動に親しむことができる児童を増やす。 

○ 新体力テストの全国平均を上回る項目を前年度より増やす。 

達成目標 

 東広島市立もみじ小学校  

体つくり運動 

体つくり運動 
体つくり運動 

ボール運動系 

運動会での取組 

「食教育の推進」 「夏休み体力も

りもり大作戦」 

 

「冬休み体力も

りもり大作戦」 

「元気いっぱい

毎日過ごそう」キ

ャンペーン 

運動や遊びを児童に紹介をさせる。 

食事や睡眠を中心に自分の生活習慣を見直

すことを通して自分の健康実態に関心をも

たせるようにする 

夏季休業中に学園での体力向上へ

の取組が実施できるように働きか

けをする。 

「元気いっぱい毎

日過ごそう」キャ

ンペーン 

 

「元気いっぱい

毎日過ごそう」キ

ャンペーン 

計画的に運動会種目の練習を行い、主体

的に運動に親しむ態度を育てる。 

 

毎時間、準備運動で運動量を確保できる鬼

ごっこを行ったり、投力や柔軟性が向上す

るような運動を取り入れたりして、継続的

に児童の体力アップに取り組む。 

運動や遊びの紹介 

夏期休業中の生活を振り返ることが

できるシートを作成し、記入させて

いく。 

 

睡眠や食事の重要性や体の成長への

影響について学園でも協力をしても

らう。 

冬季休業中に学園での体力向上

への取組が実施できるように働

きかけをする。 

運動する習慣を定着するために、時間

を確保する。 

運動量確保のために、

年間を通して部活動に

参加する。 

体つくり運動 

 

ボール運動系 

実態を把握し、課題克服のための動

きづくりを行う。 

強化すべき体力を高める運動を重点

的に行う。 


